

























































































の成長は羽田空港の国際ハブ空港への展望と合わせて未来のGlobal Center of Excellenceとして川崎
市の可能性を高めている。
本報告書がそのような川崎市の成長と発展に些かなりとも貢献できればセンター一同の大きな喜び
である。本研究プロジェクトは今年度で区切りをつけるが、このプロジェクトから「KSコミュニテ
ィ・ビジネス・アカデミー」市民教育プログラムがスタートしており、また研究プロジェクトで蓄積
された知見と研究ネットワークを活用して残された研究課題に取り組む新たな研究体制の構築を期し
たい。
最後に、本プロジェクトの発足から最終年度まで各方面から多大なご支援とご協力をいただいた。特
に川崎市、川崎市産業振興財団、川崎商工会議所、(株)KSPの各位からはデータの提供、実地調査、ア
ンケート調査、研究メンバーとしての参加など各面で援助をいただいた。記して深い謝意を表したい。
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